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はじめに

 この度はシ

本製品は

（電動アクチ

本製品は

す。更に、①

端部を可動

ック・解除が

本製品の

げます。 

安全上の

ご使用の

注意事項は

その表示と意

 

 

 

シーソーキャ

は、掛け金不要

チュエーターに

は、ウイングの

①ウイングヘラ

式としたことで

ができるように

の作動を確実に

注意 

前に、この取

は、製品を正し

意味は次のよ

ャッチ（SC）をお

要の自動ウイ

によりウイング

の開閉時にウ

ラを押さえ込

で、路面や積

に工夫されてお

にするため、

取付説明書に

しくお使いいた

ようになってお

 

 

取扱い

性が想定

取扱い

故障や使

お買い上げい

イングロック装

グを開閉する

イングヘラ先

むターンプレ

積荷の状況に

おります（すべ

本取付説明書

に記載しました

ただき、あなた

おります。 

いを誤った場合

定される場合。

いを誤った場合

使用者が傷害

1／16 

いただき、誠に

装置で、主に油

る車両にもお取

先端部が上下

レートを上下に

によってボディ

べての機構に

書に基づき正

た安全上の注

たや他の人々

合、使用者が

。 

合、本製品又

害を負う可能性

にありがとうご

油圧式ウイン

取り付け可能

下動することを

にスライドする

ィーがたわんだ

について特許

正しく施工して

注意をよくお読

々への危険や

製造販売元

TEL

FAX

が死亡または

又はウイングパ

性が想定され

ございます。 

ング車両にお

能です）。 

を利用してロッ

るようし、②ウ

だり、ひねった

申請済、一部

ていただきます

読みの上、正

や損害を未然

元：株式会

L：0532-4

X：0532-

、重傷を負う

パネル等の破

れる場合、 

2013 年 4 月 2

いてご使用い

ックする機構

ウイングヘラ自

たりした場合

部特許取得済

すよう宜しくお

正しくお使いに

然に防止する

会社三愛自動

41-3871

41-4988

う可能

破損・

2 日現在 ver7

いただけます

となっていま

自体もその先

合にも確実にロ

済です）。 

お願い申し上

になって下さい

るためのもので

動車 

8 

.3 

先

ロ

上

い。

で、
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ウイン

名称  

【図 1】 

 

シーソー

【図 2】 

取付上の

シーソーキ

グヘラという

要になってき

ングロックプレート 

キャッチ(

注意事項 

キャッチを正

う）とボディー側

きます。 

ウイングパネル 

(SC)の主な

   

しく作動させる

側に取り付け

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

   

部品の名称

     

るためには、

ける SC ケース

SCウイングヘラ

SCケ

SC ウイングヘラ

SC ウイングヘラ

SC ウイングヘラ

SC ターンプレー

SC ターンプレー

トルクスプリング

SC ケース・スプ

ガイド 

SC ケース・カラ

SC ケース・ピン

SC ケース 
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称 

   

ウイング側に

ス Assy（以下

ウイン

ラＡｓｓｙ 

ケースＡｓｓｙ 

ラ・アッパー 

ラ・ピン 

ラ・ロワ 

ート 

ート・ 

グ 

プリング 

ラー 

ン 

に取り付ける

下 SC ケースと

ング扉 

 

SC ウイング

という）の相対

左右関係 

上下

関係

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

  

グヘラ Assy（以

対的な位置関

前後関係 

下 

係 

⑩ SC ウイングヘ

⑪ SC ウイングヘ

ガイド 

⑫ SC カムフロア

⑬ SC ケース・ス

⑭ SC ターンプレ

以下 SC ウイン

係が非常に重

門構

ヘラ・スプリング

ヘラ・スプリング

ア 

スプリング 

レート・カバー 

ン

重



②

両者の位

ングパネルの

① 取付作業

② まず車両

と SC タ

③ 次に、両

ます。ウ

い。平行

上端位置

いること

（図 3）。

④ 最後に、

ロワの先

【図 3

 

また、シー

運動をして開

ンダー）の同

最初にアクチ

うお願いいた

最後に、お

SC ウイング

コンや手積み

ングベルト等

及びSCケー

うな場合ウイ

あります。ま

定車両のご

②両者の中心 

を揃える 

← 前後

位置関係が正

の破損にもつ

業は、必ず平

両を基準とし

ターンプレート

両者の左右の

ウイングを閉め

行度の確認は

置にあるとと

と、SC ターン

 

、両者の上下

先端と SC ケ

3】       

ーソーキャッチ

開閉すること

同期がとれて

チュエーター

たします（図 4

お荷物の状態

グヘラ Assy と

みのものであ

等でアオリを絞

ースAssyの相

イングのロック

また、磨耗や過

ご利用状況等

後関係 → 

しくないと、ウ

つながる虞もあ

平坦な場所で

た前後の位置

トのセンターが

の位置関係（ボ

めた際に、SC

はロック時にこ

もに、SC ウイ

ンプレートの上

下の位置関係

ース・ストッパ

        

チはウイング

を前提として

おらず、開閉

の同期をして

4）。 

態、積み方等

と SC ケース A

あるためウイン

絞る場合等が

相対的な位置

クが不完全と

過負荷により

をご確認いた

ウイングのロッ

あります。 

で空車時に行っ

置関係が正し

が一致するよ

ボディー横幅

C ウイングヘ

これを目視して

イングヘラ・ロ

上端を手で引

係が正しくセッ

パーとの距離

        

グパネルが開

て設計されてお

閉時に前後に

ていただき、こ

等によりウイン

Assy の距離（

ング及びアオ

がこれにあた

置関係が正し

となったり、無

りシーソーキャ

ただき、上記例

← 左右

3／16 

ックが不完全

って下さい。

しくセットされ

ようにセットして

幅からの出入

ラ・ロワと SC

て確認する他

ロワの先端が

っ張った時に

ットされる必要

離が 0～5 ㎜程

       

    

閉時に前後方

おります。その

大きく（10 ㎜

この前後動を

ングパネルが

（左右関係）が

オリが膨らんだ

ります。前述

しい状態にある

無理にロックし

ャッチの作動

例のような使

平行で密着し

④ストッパー

隙間 0～5㎜

③手で軽く引っ

3～5 ㎜程度

ピンが上端に

  ↑ 

上下関係

  ↓ 

右関係 → 

全となり、SC ウ

る必要があり

て下さい（図

り方向の位置

C ケースの接

他、SC ケース

が SC ケース・

に、外側に少し

要があります。

程度になるよ

        

     

方向に移動す

のため、ウイ

㎜以上）移動し

を極力なくして

が膨らんだ状態

が大きく異なる

だ状態になる

述のとおりシー

ることを前提

した場合にか

不良や変形も

使用が考えられ

している 

ーとの 

㎜ 

っ張ると 

度回転する

に位置 

ウイングヘラ

ります。取付時

3）。 

置関係）が正

接触面が平行

ス・ピンが SC

・ピンより下側

しだけ回転す

。ウイングを閉

うにセットして

  【図 4】 

することなく、

ング前後のア

しながら旋回

てから取付作

態となり、空車

る場合があり

る場合や積荷

ーソーキャッチ

として機能す

えって解除が

も生じやすくな

れる場合には

や SC ケース

時に SC ウイ

しくセットされ

行になるように

C ケース・スラ

側までしっかり

すること等を確

閉めた際 SC

て下さい（図 3

 

左右方向に

アクチュエー

回するような場

業を行ってい

車時と積車時

ります。例えば

荷の移動を抑え

チは SC ウイ

する製品である

が困難となっ

なります。事

は、取付が難

同期

動く

側に

が引

開閉

ネル

辺部

不良

スの破損、ウ

イングヘラ・ロワ

れる必要があ

にセットして下

ライドレールの

りと挿入されて

確認して下さい

ウイングヘラ

3）。 

にそのまま旋回

ター（動力シ

場合には、必ず

いただきますよ

時を比べると

ば、積荷がフ

えるためラッシ

ングヘラ Ass

るため、このよ

たりすること

前にお取付予

難しいこと、また

期不良の場合、早

くアクチュエータ

にウイングパネ

引っ張られるため

閉時にウイング

ルが前後動し、

部との干渉等作

良の原因となりま

イ

ワ

り

さ

の

て

い

ラ・

回

リ

ず

よ

と、

レ

シ

sy

よ

も

予

た

早く

ター

ネル

め、

グパ

周

作動

ます



 

 

６．

（

作動不良等

願いいたしま

上記点に

いない場合

の保証する

取付・使用が

本取付説明

取付前の

１）取付スペ

① シーソ

   本体

② 次に、

ペース

(a)

(b)

(c)

等が生じる虞が

ます。 

にご留意いただ

には、本装置

ことができま

が可能な場合

明書に従い正

確認 

ペースの確認

ソーキャッチ本

体外形寸法：5

【図 5】  

、シーソーキャ

スがあるか確

)前後方向：S

)左右方向：S

)上下方向：S

※上記スペー

ウイングロ

 

 

があることを

だけず、正し

置の故障、ウ

ません。事前に

合かどうかを

しく施工して下

認 

本体を取り付

5（W）×242（

       

ャッチ作動時

確認して下さい

SC ウイングヘ

SC ケースの裏

SC ウイングヘ

ースがない場

ロックプレート

必ずご説明の

い取付位置、

イングロック

に必ずお車の

ご判断いただ

下さいますよ

付けるためのス

（L）×41.3（H）

時に他所と干渉

い（図 6）。 

ヘラ Assy の前

裏側に 10 ㎜

ヘラ Assy 上端

場合は、これを

ト、SC ケース

4／16 

の上、お客様

、取付条件に

の作動不全の

の状態並びに

だいた上で、

ようお願いいた

スペースがあ

）  ※小型・

渉することの

前後に 5-15

㎜のスペーサー

端と水切りプ

を確保できる

ス等に特別の加

様の同意の下

に沿った施工

の他、ウイン

にお客様のご

販売・取付を

たします。 

あることを確認

中型車用は

ないように、

㎜程度のスペ

ーを入れて取

プレートの間に

る位置に取付

加工を行う必

下に取付作業

や使用条件に

ングパネル等を

利用状況をご

を行って下さい

認して下さい（

47（W）×242

本体取付部の

ペースがある

取付を行うスペ

に 50 ㎜程度の

できるように

必要があります

業を行って下さ

に合ったご利

を破損する虞

ご確認いただ

い。また、取付

（図 5）。 

2（L）×41.3（

 

の周辺に作動

るか 

ペースがある

のスペースが

、ボディー、ア

す。 

さいますようお

利用がなされて

虞があり、製品

だき、本装置の

付時には必ず

H） 

動に必要なス

るか 

があるか 

アオリロック、

お

て

品

の

ず

ス



 

 

（２

 

 

２）取付パー

シーソーキ

すので、取付

【図 7】 

       

① SC

② SC

③ SC

④ SC

⑤ SC

⑥ SC

水切りプレート

④

【図 6】 

ーツの確認 

キャッチ取付

付前に内容物

 

C ウイングヘ

C ケース Ass

C 対応型ウイ

C ケース嵩上

C ウイングヘ

C ケース Ass

ト 

ウイングロック

①   

④   

付に必要なパー

物及び員数を

ヘラ Assy  1

sy  1 個（１種

イングロックプ

上げ用スペー

ヘラ Assy 取付

sy 取付用ボル

取付前

ク取付ボルト等（

ーツは以下の

をご確認下さい

個（小型・中型車

種類のみ） 

プレート  1 個

サー  1 個

付用ボルト及び

ルト又はナッ

 

2 箇所） 

ウイング

ボルト等（

② 

5／16 

の通りです（1

い（図 7）。 

車用並びに大型車

個（ボディー形状

（前後取付部のみ

びワッシャー

ト  どちらか

ロックプレート取

（2～4 箇所） 

(b)

(c)

セット分）。

車中間用で計 3

状に応じて適合種

み必要） 

 各 4 個（ウ

か 2 個（ボディー

取付

) 

取付場所毎に

種類あり） 

類あり） 

ウイングロックプレ

ー形状に応じて適

取

③ 

に各パーツが

 

レートとの組付用

適合種類あり） 

取付後 

(a)  

が必要となりま

） 

ま



７．

（

（２

  

基本的な

１）既設の手

① 手動式

照）。 

※取付

付け

大半

② 取り外

保管し

２）SC ケー

（Ａ）ボディ

① SC ケ

② ①をボ

③ アオリ

④ 前側に

が取付

前部プ

の前後

⑤ ④の場

面の補

グパネ

⑥ 上記確

⑦ なお、

7 ㎜以

ウイン

⑧ また、

か又は

【図

      

取付方法 

手動式ウイン

式ウイングロッ

付は、M8／Ｍ

けとなってい

半です。 

外したボルト等

して下さい。 

ス Assy の

ィー前側部に

ース用スペー

ボディー側に合

リロック等他の

については、

付時の位置よ

プレートが SC

後動によりこれ

場合、SC ケー

補修塗装もお

ネルの損傷等

確認・加工後

取付の際に

以上飛び出さ

ングヘラ Assy

取り外したボ

は②の条件に

図 8】 

ングロック装

ック装置及び

Ｍ10×1.25（1

いる場合と、同

等は再利用す

仮付け及び

について 

ーサーを SC

合せて見て、

の装置との取

走行・停車時

より前方に移

C ウイングヘ

れと干渉し、S

ース Assy 等

お願いします。

等について保証

に、①をボデ

は使用するボ

さないような施

y の内部パー

ボルトやナット

に合った適当

装置及びウ

びウイングロッ

.50）のスタッ

同様のボルト

するものもあり

びボディー加

ケース Assy

取付及び作動

付間隔が狭

時のウイングパ

動・変形する

ラ Assy 接地

SC ウイングヘ

を取り外し、必

。本加工を行

証できません

ディーに仮付け

ボルト・ナット

施工をお願いし

ーツと干渉し、

トでは締め代

なものをご用

SC ケース

6／16 

イングロック

ックプレートの

ッドボルト（接地

・トルクスねじ

ります。取り外

加工 

の取付穴に

動スペースを

い場合には、

パネルの移動

ることが想定さ

地面よりも高い

ヘラ Assy 及

必ず図 7 の

行わずに使用

んので、ご注意

けして下さい。

は、低頭タイ

します（上側取

故障・ウイン

代が不足する場

用意いただきま

ス Assy 接触面

クプレートの

の取付ボルト

地面より 16～

じ等によりボル

外し位置を確

合せて両面テ

を確認して下

、予めこれを調

動やこれに伴

されます。そ

い場合には、

びウイングパ

ようなカット加

用された場合、

意下さい（図

。 

イプのものをご

取付のみ）。ボ

ングの開閉不

場合には、付

ますようお願

 
カットする部

の取り外し 

ト等を緩めて取

～20 ㎜の長さ

ルト・ねじ締め

確認するととも

テープ等で貼

さい（図 6 参

調整して下さ

伴う変形等に

のため、位置

SC ウイング

パネルを損傷

加工を行って下

、シーソーキ

8）。 

ご利用いただ

ボルトの頭が

良の原因とな

付属のボルト

願いいたします

分 

＜

手

ン

で

高

溝

 

S

に

し

 

左

約

に

取り外して下

さ）が加工され

め付けとなっ

もに、失くさな

貼り付けて下さ

参照）。 

さい。 

により、必ずウ

置合わせを行

グヘラ Assy が

傷する虞があり

下さい。また

キャッチの作動

だき、SC ケー

が 7 ㎜以上飛

なります（図 9

・ナットへ交換

す。 

＜前側部に関して

手動式ウイング

ンドル部のカッ

で、SC ケース A

高さ（底面から 1

溝前部のプレー

SC ウイングヘラ

にスライド移動し

しないようにして

左図のように、カ

約 250 ㎜、幅は

になります 

下さい（図 6 参

れてナット締め

っている場合が

ないように一時

さい。 

ウイングパネル

行ってみて門溝

が走行・停車時

ります。 

、カット後切断

動不良、ウイン

ース取付面か

飛び出ると S

9）。 

換していただ

て＞ 

グロック装置ハ

トと同じ要領

Assy 接触面の

8 ㎜）まで、門

トをカットする 

ラ Assy が前側

した際に干渉

おく 

カットの長さは

2－12 ㎜程度

参

め

が

時

ル

溝

時

断

ン

ら

SC

だく



 

 

（３

（４

【図

  

（Ｂ）ボデ

① 取付に

ケース

因とな

② そのた

先端を

③ その際

④ 上記加

認を行

（Ｃ）ボデ

① 前側部

② 但し、

に適当

３）SC ウイン

① 付属の

組み付

② ①をウ

４）相対的な

① ウイン

止しま

② この状

部より

③ 接触基

下さい

(a)SC

S

図 9】 

        

ディー中間部

に接地面から

ス Assy を取り

なります（図 9

ため、この部分

を約 8～9 ㎜切

際、既設の取

加工後、SC ケ

行います。 

ディー後側部

部と同様に仮

後側部に関

当なスペース

ングヘラ As

のステンレス皿

付けます（図

ウイングパネル

な位置関係

ング開閉ボタン

ます。 

状態で SC ウイ

り内側で接触す

基準面から外

い（図 11）。 

ケース接触面

SC ウイングヘ

SC ケース取付

（底面から 4 ㎜）

    

部（中柱・アオ

ら 20 ㎜程度

り付けると SC

参照）。 

分に関しては

切断・切削し

付ナット等を

ケース Assy の

部について 

仮付けを行いま

してはウイン

が確保できて

ssy の仮付

皿ねじ、ワッシ

7 参照）。 

ルに仮付けし

の確認・調

ンをゆっくりと

イングヘラ As

すること（接触

外れそうなとき

面より上（SC

ヘラ・ロワのア

付面

） 

オリパネル埋

突き出した形

C ウイングヘ

は SC ケース取

て下さい。 

をご活用いただ

のみ（SC ケー

ます。 

ングパネルが

ていれば（図

け 

シャーを使っ

します。この際

整 

と操作し、SC

ssy の下端部

触基準面内に

きは、下記の方

C ケース取付

アジャスト・ナ

7／16 

埋込タイプ）

形のスタッドボ

ヘラ Assy の内

取付面より 7

だき、ボルトの

ース・スペーサ

が後側に移動

6 参照）、門溝

て SC ウイン

際は元の取付

ウイングヘラ

部が SC ケース

にあること）を

方法によって

面）に接触し

ナットを緩め、ア

 

）について

ボルトを使用し

内部パーツと

㎜以上ボル

のねじ山を傷

サーは不要）を

・変形するこ

溝プレート等

ングヘラ Assy

付ボルト等を再

ラ Assy が SC

ス Assy の取

を必ず確認して

て SC ウイング

しそうな場合

アジャスト・ス

＜上

スタッ

ト・ね

（底面

 

SC ウ

不良

 

中間

している場合

と干渉し、故障

ルトの頭が飛び

傷めないように

を仮付けして

とはほとんど

等のカット加工

y と SC 対応型

再利用して下

ケース Assy

付面より下で

て下さい（図

グヘラ・ロワの

スクリューを締

側の取付に関し

ッドボルトの先端

ねじの頭の高さが

面から 11 ㎜）以上

ウイングヘラ Assy

・故障の原因とな

部はこの加工が

合が多いので、

障やウイング

び出さないよ

に十分にご注

て、取付・作動

どないため、取

工は不要です

型ウイングロ

下さい。 

y に接触する

で SC ターンプ

10 参照）。 

の初期傾斜角

締め込んで、S

して＞ 

端及びナットの高

が、SC ケース取付

上とならないように

y の内部パーツと

ならないようにす

が必須となります 

、そのまま S

開閉不良の原

うに、ボルトの

注意下さい。

動スペースの確

取付位置周辺

。 

ロックプレートを

手前で一旦停

プレートの曲げ

角度を調整して

SC ウイングヘ

高さ、又はボル

付面から 7 ㎜

に加工する 

と干渉し、作動

る 

SC

原

の

確

辺

を

停

げ

て

ヘ



ラ

(b)SC

S

ワ

【図 10

 

④ 接触基

ターン

ングを

【図 1

 

⑤ ウイン

し調整

(a)前後

(b)左右

ラ・ロワを下方

ターンプレー

SC ウイングヘ

ワを上方向に

0】       

基準面内に収

ンプレートの距

を開いた際の

12】      

ングを完全に閉

整します。 

後方向：SC ウ

プレー

シーソ

右方向：SC ウ

の位

SC ウ

下端部

方向に回転さ

ートの曲げ部よ

ヘラ・ロワのア

に回転させて下

        

  

収まる場合に

距離を下記基

SC ターンプ

        

    

閉めて、ロック

ウイングヘラ

ートの取付位

ソーキャッチ

ウイングヘラ・

位置が車両幅

イングヘラ Assy 

部 

せて下さい。

より外に接触

アジャスト・ナ

下さい。調整

       

        

は、ウイング

基準内になるよ

プレートの突出

        

       

ク時の SC ウ

Assy と SC ケ

位置を調整して

の前後に適当

・ロワと SC ケ

制限を超えて

＜接触基準面

必ずこの部分の

れかに接地す

を確認する 

＜基準＞ 

SC ウイングヘラ

下端と SC ター

ート曲げ部との通

の 距 離 が 約

25mm の間にある

8／16 

調整後、アジ

触しそうな場合

ットを緩め、ア

後、アジャス

       【

      

グの回転軌跡

ように SC タ

出幅ができる

     【図

      

ウイングヘラ A

ケース Assy

て下さい（図

当なスペース

ケースの接触

ていないことを

＞ 

のいず

すること

ラ・ロワ

ーンプレ

通過時

15 ～

ること 

ジャスト・ナッ

合 

アジャスト・ス

ト・ナットをロ

【図 11】 

 

に合わせて、

ターンプレート

限り小さくなる

図 13】 

Assy と SC ケ

の中心が揃

14）。 

スがあることを

触面が平行にな

を確認します

トをロックして

スクリューも緩

ックして下さい

、旋回時の S

トの初期傾斜

るようにして下

ース Assy の

うように、SC

を確認して下さ

なること及び

す。 

て下さい。 

緩めて、SC ウ

い。 

 

SC ウイングへ

斜角度も併せて

下さい（図 12

 

の相対的な位

C 対応型ウイ

さい（図 6 参

び SC ターンプ

SC ウイ

角度調整

（スクリュ

 

上方向に

スクリ

 

下方向に

スクリ

SC ターンプ

整用アジャス

ー＋ナット） 

 

上方向に回

スクリュー

 

下方向に回

スクリュー

ウイングヘラ・

へラ・ロワと S

て調整し、ウ

2・13）。 

置関係を確認

ングヘラロッ

照）。 

プレート・カバー

イングヘラ・ロワの

整用アジャスター

ュー＋ナット） 

に回転 

ューを締める 

に回転 

ューを緩める 

レートの角度調

スター（スクリュ

転 

ーを締める 

転 

ーを緩める

ロ

SC

イ

認

ク

ー

の

ー



 

（５

(c)上下

【

    

５）作動確認

① 仮付け

参照）

（a）SC

（b）SC

＜

（c）SC

（d）ウ

② 取付時

関係を

≪想定

（a）SC

△

  ○

△

○

○

※

下方向：SC ウ

SC ウ

認して

【図 14】 

        

認テスト及び

け作業が終わ

。 

C ウイングヘラ

C ウイングヘ

＜平行度の基

C ウイングヘラ

イングの開閉

時に想定され

を調整して下

定される不具

C ウイングヘラ

△：上下関係の

○：SC ケース

△：ウイング開

○：周辺部に作

○：ウイング前

※ウイングを開

さい。干渉し

い場合はウ

所との干渉痕

上記を参照

＜上

適当なスペース

 

正規位置まで挿

いること（ストッパ

間 0～5 ㎜） 

ウイングへラ

ウイングヘラ

て、正規位置

       

び最終位置

わりましたら、

ラ・ロワと SC

ラ・ロワと SC

基準＞目視、

トのクリ

ラ・ロワ先端

閉はスムーズ

れる不具合は

さい。 

具合とその原因

ラ Assy の抜

の距離が近い

Assy の取付

開閉時に周辺の

作動に必要な

前後が同時に動

開く際に他所

したままでウイ

イングパネル

痕が見られる

にその原因を

上下関係＞ 

スがあること 

挿入されて

パーとの隙

Assy の上部

・ロワ先端とス

置にない場合は

決め 

4～5 回以上

C ターンプレー

C ケース接触

SC ウイング

リアランスによ

と SC ケース

ズか 

、以下のよう

因（△）及び対

抜けが悪い。

い。 

付位置を少し下

の他所と干渉

なスペースを確

動くようにアク

と干渉し引っ

イング無理に

ルの一部が割

るような場合に

を確認し、でき

9／16 

部に適当なス

ストッパーとの

は、SC ケース

上ウイングを開

ートのセンター

触面が平行に

グヘラ・ピン及び

より総合して

ス・ストッパーと

うなものがあ

対処方法（○）

下げる。 

渉する（水切り

確保する（図

クチュエーター

っ掛かるような

に開こうとする

割れて取れて

には、使用継

きるだけ早め

ペースがある

の隙間が 0－

ス Assy の上

開閉させて以

ーが一致して

なっているか

び SC ターン

て判断する 

との隙間が 0

ります。対応

）≫ 

り板や SC ケ

6 参照）。 

ーの同期調整

な場合には、

ると、ウイング

てしまう虞もあ

継続によりパネ

めに適切な処

ることを確認し

－5 ㎜となるま

上下取付位置

下の点をご確

ているか（前後

か（左右関係）

ンプレート・ピン

～5 ㎜程度に

応方法を参考

ース Assy 上

整を行う（図 4

絶対に無理に

グパネル取付

あります。また

ネル破損の原

処置を施して下

して下さい（図

まで挿入され

置を調整して下

 

確認下さい（図

後関係）。 

） 

ンの位置、SC

になっているか

にしていただ

上側の取付部

4 参照）。 

にウイングを

部に亀裂が入

た、引っ掛か

原因となりか

下さい。上記

＜左右

車幅の

ないこと

 

接触面

＜前後関

中心が揃

適当なス

図 6 参照）。

れているかを確

下さい。 

図 3 及び図 1

C ターンプレー

か（上下関係

だき、再度位置

部に注意）。

を開かないで下

入ったり、ひど

りがなくとも他

かねませんので

点にご留意い

関係＞ 

の制限よりはみ出

と 

が平行であること

関係＞ 

揃っていること 

スペースがあること

確

14

ー

係） 

置

下

ど

他

で、

い

出さ

と 

と 
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ただけず、正しい取付位置、取付条件に沿った施工や使用条件に合ったご利用がなされていない場

合には、本装置の故障、ウイングロックの作動不全の他、ウイングパネル等を破損する虞があり、製

品の保証することができません。 

（b）ウイングを閉める際に、ＳＣターンプレートが完全に閉まらない（図 15）。 

△：左右関係の距離が遠い。 

○：SC 対応型ウイングロックプレートと SC ウイングヘラ Assy の間に必要なスペーサーを入れる等して、

SC ウイングヘラ・ロワが SC ケース接触面と平行に密着するように調整する。 

△：ウイングパネル自体や取付部周辺が変形（曲り・捻り等）している。 

○：変形箇所の調整・修正をする。 

※特に新車で内部気密が良い場合、ウイングを閉める際にボディー内部の空気が抜けきらず、内部か

らの空気圧により一時的にウイングパネルが膨らんだ状態になることがあります（中央部で多く生じ

る現象）。この場合は、少し時間をおくか多少振動が加わりますと完全なロック状態となりますので、

取付に問題はございません。ウイングを閉めた際に、ウイングパネルを少し内側に押してみて、ウイ

ングパネルが内側に入りターンプレートが閉まる状態であれば、正規位置にあります。 

【図 15】                           【図 16】 

                           

 

（c）ウイングを閉める際に、ＳＣターンプレートが途中までしか回転しない（図 16 参照）。 

△：上下関係の距離が遠い。 

○：SC ケース Assy の取付位置を少し上げる。 

△：左右関係の距離が近い。 

○：SC ケース Assy の底面に取り付けたスペーサーの厚さを薄いものに交換する等して、SC ウイング

ヘラ・ロワが SC ケース接触面と平行に密着するように調整する。 

△：SC ウイングヘラ・ロワ又は SC ターンプレートが変形又は摩耗している。 

○：変形・摩耗パーツを修理又は交換する。 

（d）ウイングを閉める際に、SC ウイングヘラ・ロワがＳＣターンプレートに引っ掛かってしまう（図 17）。 

△：上下関係の距離が近い。 

○：SC ケース Assy の取付位置を少し上げる。 

△：SC ウイングヘラ・ロワの初期傾斜角度の不良。 

スペーサー

を入れる 

密着・平行度を確保 密着・平行度を確保 

スペーサー

を薄くする 

取付位置を

少し下げる 



○

△

○

※

 

（e）ウ

△

○

△

○

△

○

※

（ｆ）ウイ

△

○

○

○：SC ターンプ

照）。 

△：SC ターンプ

○：SC ターンプ

照）。 

※引っ掛かりが

にはこれを

【図 17】  

イングを閉め

△：上下関係の

○：SC ケース

△：SC ウイング

○：SC ターンプ

参照）。 

△：SC ターンプ

○：SC ターンプ

参照）。 

※引っ掛かりが

にはこれを

イングを開く際

△：SC ターンプ

○：SC ケースシ

21）。 

○：不良パーツ

プレートのア

プレートの初期

プレートのア

があった場合

を修理又は交

       

める際に、SC

の距離が近い

Assy の取付

グヘラ・ロワの

プレートのア

プレートの初期

プレートのア

があった場合

を修理又は交

際に、SC ター

プレート・トル

シャフト・カラ

ツの交換。 

アジャスタ・スク

期傾斜角度の

アジャスタ・スク

合は、必ず SC

換して下さい

      【図

ウイングヘラ

い。 

付位置を少し

の初期傾斜角

ジャスタ・スク

期傾斜角度の

ジャスタ・スク

合は、必ず SC

換して下さい

ーンプレートが

クスプリング

ラー部及びに
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クリューを緩

の不良。 

クリューを緩

C ウイングヘ

い（図 19）。 

図 18】     

ラ・ロワがＳＣ

上げる。 

角度の不良。

クリューを締め

の不良。 

クリューを締め

C ウイングヘ

い（図 19 参照

がうまく開かな

グの摩耗・折損

SC ケース・ス

めて、上方向

めて、下方向

ヘラ・ロワに変

        

Ｃケース取付面

め込んで、下

め込んで、上

ヘラ・ロワに変

照）。 

ない（図 20）。

損、SC ケース

スライドレール

向に回転する

向に回転する

変形がないかを

       

     

面に引っ掛か

方向に回転す

方向に回転す

変形がないかを

 

スシャフト・カラ

ル部にスプレ

るように調整す

るように調整す

を確認し、変

【図 19】 

 

かってしまう（図

するように調

するように調

を確認し、変

ラーの摩耗・変

レーグリス等を

一旦引っ掛

の部分が下

側）に変形し

変形すると初

狂ってしまい

が頻発します

する（図 13 参

する（図 13 参

変形がある場合

図 18 参照）。

調整する（図 1

調整する（図 1

変形がある場合

変形。 

を塗布する（図

けてしまうと、こ

下側（ロックナット

しやすいので注意

初期傾斜角度が

い、（ｃ）の不具合

す 

参

参

合

。 

13

13

合

図

こ

ト

意

が

合
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【図 20】                    【図 21】 

                    

 

③ 位置関係の最終確認・調整が終わりましたら、SC 対応型ウイングロックプレート並びに SC ケース Assy の

取付ボルト等にねじロック等を塗布して、最終的な締め付けを行い完全に固定して下さい。 

カラーの内部に

グリスを塗布 

スライドレール部に

グリスを塗布 

スプリング

をチェック 



８．メ

（

（２

（３

メンテナンス

１）シーソー

① SC ウ

のスラ

② また、

れらに

【図

２）SC ウイン

① 使用過

下の位

く作動

② ウイン

対的な

３）故障時の

① シーソ

的取付

 取

 使

 シ

等が考

不具合

② そのた

を行わ

その他

③ 現在ま

法及び

≪想定

(a）シー

ス方法及び

ーキャッチへ

イングヘラ A

ライド部に、ス

SC ウイング

にもスプレーグ

22】 

ングヘラ及

過程において

位置関係が変

動しないことも

ングの開閉の

な位置関係の

の対処方法

ソーキャッチが

付位置がずれ

取付位置・方法

使用上の誤り

シーソーキャッ

考えられます

合が発生する

ため、シーソー

わずにパーツ

他周辺箇所の

までに把握で

び上記取付上

定される故障

ーソーキャッチ

び故障時の対

へスプレーグ

Assy の機能を

スプレーグリー

ヘラ・ロワや

グリース等を少

   

び SC ター

て、ウイングパ

変化することも

あります。 

際にシーソー

の確認・調整の

法について 

が作動に不具

れてしまうこと

法の間違いや

り、接触事故や

ッチ構成パー

すが、弊社での

ることがほとん

ーキャッチが

ツ交換等を行

の損傷に至る

できている故障

上の注意事項

障内容と原因（

チがスムーズ

対処方法に

グリース等の

を維持するた

ース等を少量

SC ケース、S

少量塗布して

     

ンプレートの

パネルのへた

もあります。ま

ーキャッチがう

の段をご参照

具合が生じ故

とが主な原因で

や取付部周辺

や経年劣化等

ーツの消耗・故

の故障対応実

んどです。 

故障した場合

いますと、故

可能性があり

障内容とその

項をご参照いた

（△）及び対処

ズに開かない

スプレーグリー

布する箇所 
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について 

の塗布 

ため、3 か月に

量塗布して下さ

SC ターンプレ

て下さい（図 2

    

の初期傾斜

たり、ひねり、

また、積載状

うまく作動しな

照の上、必要な

障する原因は

です。ずれて

辺の確認不足

等に起因する

故障 

実績からして

合には、まず

故障が再発す

ります。 

の原因及び対

ただき、故障

処方法（○）≫

い。 

ス等を塗

に 1 回程度カ

さい（図 22）。

レートに偏摩

22）。 

斜角度の点検

変形等によ

態（積荷・路面

ない等不具合

な調整を行っ

は、SC ウイン

てしまう原因は

足等に起因す

るボディーの変

て、前二者に起

最初に故障原

する虞があり、

対処方法は、

障原因に応じた

≫ 

カムフロアとロ

 

耗や面肌荒れ

 

検・調整 

り、初期取付

面）によっては

合が見られる

って下さい。 

ングヘラ Assy

は、 

する初期施工

変形 

起因して構成

原因の特定に

、最悪の場合

おおよそ以下

た対応をお願

ロワプレートの

れが見られる

付位置と比較

は、初期取付

る場合には、ま

y と SC ケース

不良 

成パーツの消

に努めて下さ

合ウイングパネ

下の通りです

願いいたします

のカム部やピン

る場合には、

較して微妙に上

付位置ではうま

まずは７（４）相

ス Assy の相対

消耗・故障等の

さい。原因特定

ネルの破損等

す。下記対処方

す。 

ン

こ

上

ま

相

対

の

定

等

方
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△：SC ウイングヘラ Assy と SC ケース Assy の相対的取付位置が正しくセットされていない。 

○：取付位置を確認、調整する。 

△：開く際に SC ウイングヘラ Assy が周辺部と干渉する（図 23）。 

【図 23】 

             

○：ウイング扉の前後開閉スピードの同期を確認、調整する（必要に応じて流量バルブ等を設置）。 

○：作動に必要な取付スペースを確保する（周辺パーツの移動・加工や SC 取付位置の調整等）。 

○：取付用ボルト・ナット等を薄型のものに変更する。 

(b)シーソーキャッチがスムーズに閉まらない、ターンプレートが開いたままになる。 

△：SC ウイングヘラ Assy と SC ケース Assy の相対的取付位置が正しくセットされていない（図 24）。 

○：取付位置を確認、調整する。 

【図 24】 

                 

△：ウイングを途中まで開いてから荷役作業等を行い、前後がひねった状態でウイングを閉めるため、

他所（アオリロック等）と干渉しスムーズに閉まらない。 

※このような場合、ウイングの同期がとれず前後の開閉時期がずれてしまうため、他所との干渉に

よる SC ウイングヘラ Assy の位置ずれや変形、過負荷による SC ケース Assy の故障につながる

アオリ用エビハンドルや

受金、門溝前後プレート

等との接触痕はないか 

ロワプレートやケース

接地面、ターンプレート

の偏摩耗、極度の面肌

荒れがないか 

水切りプレートや中間ロ

ック用皿上部との接触

痕はないか 

取付用ボルト・ナットとの

接触痕はないか 

SC ウイングヘラ Assy

のズレが生じていない

か（取付が緩んでこれ

前後に曲がってしまうこ

とが多い） 
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可能性が高まります。 

○：ウイングを閉める前に一旦ウイングを全開状態まで開いてから、再度ウイングを閉める。 

○：ウイングを全開できない場合は、前後のひねり具合を確認し、他所との干渉により SC ウイングヘラ

Assy 等を破損しないように注意しながら、ウイングを閉める。 

△：SCウイングヘラAssy又はSCケースAssyが変形している、及びその取付部自体が変形している（図

25） 。圧倒的に多い故障原因です。 

  例）ウイング操作時にウイングパネルを建物等に接触させ変形 

    荷役作業時に積荷・パレット等を門溝部に接触させ変形 

【図 25】 

 

○：まずは変形した取付部自体を適正に修正するとともに、修正した取付部を基準として再度シーソー

キャッチの取付位置を確認、調整する。 

○：変形したパーツを交換する（シーソーキャッチのパーツを交換する際には、必ず取付部の変形等も確

認して下さい）。 

△：SC ウイングヘラ Assy 構成パーツの内、圧縮スプリング、スプリングガイド、カムフロア、ロアプレート

（図 2 参照）に摩耗、へたり、変形等がでている。 

○：グリスを塗布してもロワプレートの動きが改善されない場合には、上記パーツに不具合が生じている

と考えられますので、分解・点検し、摩耗・へたり・変形等がある場合には、該当パーツを交換する。 

※ロワプレートを一番上まで上げた状態（圧縮スプリングを圧縮させた状態）で、アッパーケースの

組み付け穴よりピンを抜いていただければ簡単に分解できます。各パーツとも単体で部品供給

が可能です。 

△：SC ケースが変形し、ケースとターンプレートとの隙間が広くなってしまったため、ウイング閉める際に

ロアプレートが挿さった状態になってしまい、ターンプレートが途中まで回転したところで動かない（図

26）。 

取付部となるウイングパネルや

門溝部の変形等にも注意する 

荷役作業時によく接触・故障するの

はこれらのパーツ 

これらが変形しているときは取付部

自体の変形にも特に注意する 



 

 

   

○：

 

【図 26】 

 

※この状態

箇所の損

SC ケース A

【図 27】 

   

態でも無理にウ

損傷に至る可

Assy を取り外

 

ウイングを開

可能性がありま

外して、ケース

 

t
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開こうとすると

ますので、十

スとターンプレ

ケースの

が広くな

シーソー

る状態で

品故障

ことがあ

厚さ 6 ㎜のプレ

面プレートが真

矢印の位置をリ

修正できます

修正後、ターン

転するか確認し

t6 プレートで隙間

背面プレートを真

、最悪の場合

分ご注意下さ

レートの隙間を

の背面が微妙に

なっています 

ーキャッチに不具

で使用を継続す

等と相俟ってこの

あります 

レートを挟み込ん

っ直ぐになるよう

リードバイスで挟み

プレートが背面プ

して下さい 

間確保

真っ直ぐに 

合ウイングパ

さい。 

を適正な距離

変形し、隙間

具合が見られ

ると、他の部

の状態になる

んだ上で、ピン部

うに修正します 

み、締め込んでい

プレートにあたる

パネルの破損

離 6 ㎜に修理

部の位置をプレス

いけば、手でも簡

ることなくスムーズ

等その他周辺

理する（図 27）

し、背

簡単に

ズに回

辺

 


